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休眠預金の活用を通じた成果実現に向け、ICTの仕組みとしては、まずは制度全体の基盤を下支えする機能を具備
したうえで、個別事業や制度全体の成長・拡大に寄与する機能を整備していくことが重要と考える。

1. 成果の実現を下支えするICTに具備すべき機能

社会の諸課題の
解決

社会の諸課題
解決のための

自律的かつ持続的な
仕組み構築

制
度
の
発
展
段
階

必
要
なIT

の
機
能

社会課題解決の
仕組み全体の発展

制度全体の
基盤整備

•成功事例の創出を通じて、
制度の基本的な仕組みを
実装し、国民の理解を醸成

•実用的な知恵の共有により
事業間連携を誘発、地域・
テーマ横断の事業を促進

•多様なステークホルダーを
巻き込み、投資の呼び込み
やスキルマッチングを実現

個別事業・団体の
成長実現

:ステークホルダー

5年間

①課題の可視化機能
②資金の流れ可視化機能
③成果評価実施機能

⑤”知の構造化”機能
④資金・ｽｷﾙのﾏｯﾁﾝｸﾞ機能

①課題の可視化機能
②資金の流れ可視化機能
③成果評価実施機能

⑤”知の構造化”機能
④資金・ｽｷﾙのﾏｯﾁﾝｸﾞ機能

①課題の可視化機能
②資金の流れ可視化機能
③成果評価実施機能

⑤”知の構造化”機能
④資金・ｽｷﾙのﾏｯﾁﾝｸﾞ機能

参
考
事
例

 LOCAL GOOD 
YOKOHAMA (p.3,4)

 Big Society Capital (p.5)

 LOCAL GOOD 
YOKOHAMA (p.7)

 復興支援ネットワークシステム
(p.8,9,10)

 COIの推進体制(p.13)
 Accenture社内データベース

(p.14)

実装対象

未実装
実装済み凡

例
資料２

程委員提出資料
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2. 各機能の具体的イメージ
(1)制度全体の基盤整備段階

国民・受益者

指定活用団体 現場の団体資金分配団体中間支援組織民間企業/
金融機関

：Input
：Output

①課題の可視化機能
②資金の流れ可視化機能
③成果評価実施機能

⑤”知の構造化”機能
④資金・ｽｷﾙのﾏｯﾁﾝｸﾞ機能

評価入力・
資金分配団体の
評価チェック

評価入力・
現場の団体の
評価チェック

評価入力

課題の所在、資金の活用状況、
各事業の成果把握

課題の所在、資金の活用状況、
各事業の成果把握

指定活用団体・資金分配団体・現場の団体から、活動状況や評価結果の情報を集約し、各ステークホルダーにわかり
やすく情報を公開する。

現場の団体a
現場の団体b
現場の団体c…

資金分配団体A
資金分配団体B
資金分配団体C…

支援実績入力
(支援金額,使途,投資対効果等)

活動状況入力

蓄
積



3

地域市民による課題解決プラットフォームのLOCAL GOOD YOKOHAMAでは、地域課題のありかや課題解決に取
り組む団体を3Dマップで可視化。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》LOCAL GOOD YOKOHAMA（1/2）

※ 出典：LOCAL GOOD YOKOHAMA(http://yokohama.localgood.jp/)
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また、地域のデータを視覚的にわかりやすいかたちでサイト上にて公開。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》LOCAL GOOD YOKOHAMA（2/2）

※ 出典：LOCAL GOOD YOKOHAMA(http://yokohama.localgood.jp/)

休眠預金の仕組みにおいても、国民の関心喚起のため、
社会課題の所在や解決に向けた取り組みをわかりやすく発信することが重要ではないか
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Big Society Capitalでは、受益者、社会課題に取り組む団体、市場へのインパクトをホームページ上で公開。社会
的投資市場やBig Society Capital自身の業績についても四半期ごとに公表している。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》 Big Society Capital

休眠預金活用の枠組みにおいても、同様の情報公開をすることで、
国民への説明責任を果たすとともに、民間資金流入に向けた投資家へのアピールともできるのではないか
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システム上で資金やスキルのマッチングを可能とすることで、民間資金やスキル人材の流入を促進する。

2. 各機能の具体的イメージ
(2)個別事業・団体の成長実現段階

国民・受益者

指定活用団体 現場の団体資金分配団体中間支援組織民間企業/
金融機関

①課題の可視化機能
②資金の流れ可視化機能
③成果評価実施機能

⑤”知の構造化”機能
④資金・ｽｷﾙのﾏｯﾁﾝｸﾞ機能

投資/スキル提供
申し込み

投資/スキル提供
申し込み

民間企業/
金融機関 現場の団体a

現場の団体b
現場の団体c…

資金分配団体A
資金分配団体B
資金分配団体C…

蓄
積

：Input
：Output

資金/スキル提供

資金/スキル提供
呼びかけ

資金/スキル提供
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先述のLOCAL GOOD YOKOHAMAでは、クラウドファインディングやスキルマッチングをウェブサイト上で実施可能。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》 LOCAL GOOD YOKOHAMA

地域市民 プロジェクト起案者

スキル登録
スキル
人材募集

自分のスキルを
活かしたい

プロジェクトに必要な
スキルを持った人材は
いないだろうか

スキルマッチング
（リコメンド）

※ 出典：LOCAL GOOD YOKOHAMA(http://yokohama.localgood.jp/)

休眠預金活用の枠組みにおいても、
民間資金やスキル人材の巻き込みのため、同様の仕組みを実装することが効果的ではないか
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「東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）※」では、震災発生時、ITの効率的な活用によってNPO等をはじめと
する多数の支援団体間の連携を促進し、円滑に支援活動が行われることを目指しシステムを構築。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》復興支援ネットワークシステム（1/4）

被災地の状況

支援活動の情報

支援団体の情報

復興支援ネットワークシステム
「RANS」

分析・確認
各被災地の

復興状況

現地で不足している支援分野

今後必要となる

支援

収
集
・
登
録

被災地の状況と支援活動の状況を登録し、分析することで

被災地の復興状況や必要となる支援が分かる

※東日本大震災の被災者支援に携わるNPO/NGO/企業などが参加する、セクターを越えた全国ネットワーク組織
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被災地に支援に行こうと思っている支援団体が、RANSを活用することによって、現地でより必要とされている支援や、
支援予定地の現在の支援状況等を事前に知ることができるようになった。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》復興支援ネットワークシステム（2/4）

システム活用前 システム活用後
被災地や支援活動の全体像がわからないため、
活動計画の作成が困難。また、支援予定地の情報
を手軽に収集できない

システム内に管理されている被災
地の情報と支援活動の情報を見る
ことで、支援予定地に係る情報を手
軽に集められる

支援が不足している地域や必要とされ
ている支援活動についての情報が、
JCNのニュースレター等で確認できる
ため、支援予定地の検討の助けとなる

ガレキの撤去の支援を
しようと思うが、どこの被
災地がガレキの撤去の
人出が必要なのかなか
なかわからないなぁ・・

①支援に入る必要がある地域や必要な
支援内容が簡単にわかる

②支援予定の被災地の情報や
その地の活動団体の情報がわかる

●●町でガレキの撤去がまだ足りない
みたいだ！●●町にはNPOXXのXXさ
んがいるから連絡して行ってみよう！

休眠預金活用の枠組みにおいても、社会課題解決に向けた取り組みに必要な支援等を可視化することで、
投資の呼び込みやスキルマッチングにつなげることができるのではないか
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現地で活動中の支援団体は、RANSを活用することによって、近隣の市町村にて活動している支援団体と簡単に連携
が取れるようになった。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》復興支援ネットワークシステム（3/4）

被災地が広範囲のため、同じ被災市町村にいる支
援団体以外は接点を持つのが難しい

○○避難所の人
から医療の支援を
頼まれたが、僕ら
はできないなぁ。
近くに医療系の支
援団体がいるか誰
に聞いたらいいん

だろう・・

今度心のケアの
活動をするのに
大きな地域単位
で連携してやりた
いが、心のケアを
やっている団体
はどの被災地に
いるんだろう？

システム活用前 システム活用後

復興支援ネットワークシステムには、支援団体情報と
その活動情報が登録されているため、
その情報を検索して、現地に入ってる他団体や特定の
スキルを持った団体の情報を検索できる

他団体の活動情報や連絡先を検索できる

隣町にいるNPO●●が
医療支援をやっているみた
いだからこの町にも来られ

るか聞いてみよう！

心のケアは岩手県に
10団体入っているみた
いだな、連携しよう！

休眠預金活用の枠組みにおいても、他団体の取り組みに簡単にアクセスできるようにすることで
社会課題解決に取り組む団体同士のコラボレーションが生み出せるのではないか
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中間支援を行なっている支援団体等は、RANSの導入によって、被災地への支援状況及び被災地の復興状況の全
体を俯瞰することができるようになり、より効果的な支援策を検討する一助となった。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》復興支援ネットワークシステム（4/4）

被災地ごとの復興状況や支援活動状況について、
全体の様子がつかみにくい

システム活用前 システム活用後

支援の活動情報の全体を俯瞰して、各団体の
支援状況や支援の濃淡が一目でわかるようになる

被災地の現状と支援活動情報の全体が
俯瞰できる

マップを作って各団
体の活動状況がわ
かるようになったが、
例えば活動が少な
い▲▲市は支援が
不足しているのか
わからないなぁ・・

●●町は△△市と
被害状況が似てい
るが、 △△市より
復興速度が遅い地
域だから、 △△市
への支援活動情報
が参考になるはず

だが・・・

▲▲市は活動団体は
少ないが、インフラが
回復していてどうやら
新たに支援は必要な
さそうだ。逆に□□町
はさらなる医療支援必

要なようだ ●●町と被害状
況が似ている

△△市は今仮設
住宅の運営支援
が始まったようだ。
●●町でもおそ
らくあと2週間くら
いで仮設住宅で
の支援が必要に

なるだろう

休眠預金活用の枠組みにおいても、取り組みの全体像を俯瞰できるようにすることで、
中間支援組織や民間企業等の巻き込みにつながるのではないか
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民間企業/
金融機関

2. 各機能の具体的イメージ
(3)社会課題解決の仕組み全体の発展段階

国民・受益者

指定活用団体 現場の団体資金分配団体中間支援組織民間企業/
金融機関

①課題の可視化機能
②資金の流れ可視化機能
③成果評価実施機能

⑤”知の構造化”機能
④資金・ｽｷﾙのﾏｯﾁﾝｸﾞ機能

取り組み内容・方法や成果との連関性、
成功/失敗事例等分析

①～④の機能を通して蓄積したデータを分析し、社会課題解決の取り組みに役立つ知恵として各ステークホルダーへ発
信、日本社会における社会課題解決の仕組み全体の発展に貢献する。

分野(or地域)別に
ノウハウ・過去事例提供

現場の団体a
現場の団体b
現場の団体c…

資金分配団体A
資金分配団体B
資金分配団体C…

分析・発信分析・発信

分析・発信

：Input
：Output

分野(or地域)別に
ノウハウ・過去事例提供

分野(or地域)別に
ノウハウ・過去事例提供
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センター・オブ・イノベーション(COI)プログラムでは、チーム間の相互の連携調整や各チームの活動支援を行う「構造化
チーム」が各拠点の活動状況の集約・分析と各チームへの情報連携を担っている。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》COIプログラムの推進体制

休眠預金活用の枠組みにおいては、社会課題解決の取り組み全体を俯瞰し、
活動に役立つ知見を発信していく基盤として、システムを効果的に活用してはどうか

【構造化チームのミッション】
• 新たな将来ビジョン、革新的課題候補の抽出

• 各拠点の活動状況の集約・分析、
活動の見える化
（Webベースでのデータベース構築）
→ ビジョナリーチームとの共有

• 拠点のパフォーマンス評価のための指標抽出

• 各ビジョン、拠点間の連携の可能性抽出

• その他、ビジョン間、COI拠点間で共通する
問題等について検討

※ 出典：研究成果展開事業センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム事務処理要領【COI拠点】_平成28年4月1日改訂版
(http://www.jst.go.jp/coi/download/file/jimu/160401_jimusyori_coi.pdf)
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アクセンチュアでは、過去のプロジェクトで使われた資料を蓄積するデータベースを保有。グローバルの先行事例や過去の
プロジェクトで得られた知見等の共有・活用が可能な環境を整備している。

2. 各機能の具体的イメージ
《参考事例》Accenture社内のデータベース

※ 出典：日経コンピュータ(2017.6.6)「事例も人もソフトも徹底的にシェアするアクセンチュア」
(http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/column/17/052200206/060100007/)

休眠預金活用の枠組みにおいては、過去の取り組みから得られた知見やノウハウを、
制度内部に閉じず社会全体に発信していく機能を構築することが必要ではないか
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実際に活用され、制度自体の発展に合わせて進化していくICTの仕組みとするためには、下記のポイントをおさえること
が肝要と考える。

3.今後ICTの仕組みに求められるポイント

双方向性 • システム利用者間の双方向のコミュニケーションを可能に

拡張性

• アジャイル方式の開発で、ユーザーの要求に合わせ柔軟に・
迅速に機能を拡張

• オープンソースの活用で、様々な要件に応じたカスタマイズ
を実現

軽さ
• クラウドの活用で、動作が軽く、安価なシステムを実現
• また、いつでもどこからでもアクセス可能に

アクティブさ • SNS等との連携・活用により、ユーザーの能動的な発信を
活発化
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